
 

保育所待機児童対策について 

 

１ 現状と課題 

  市内保育施設は公立、民間合わせて３９施設を整備し、１，９４１人の定員を 

 確保しているところですが、令和８年４月１日現在、１歳児１２人の待機児童が 

発生しております。 

                        単位：人 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

R8 待機児童 0 12 0 0 0 0 12 

計 0 12 0 0 0 0 12 

 

２ 待機児童対策 

  待機児童対策としましては、認可保育所１施設を整備するとともに、公立保育所 

 １施設の定員拡充により待機児童の解消を図ります。 

 

  【需要量】                        単位：人 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

R8 待機児童 0 12 0 0 0 0 12 

計 0 12 0 0 0 0 12 

  

  【供給量】                        単位：人 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

①認可保育所 6 10 10 18 18 18 80 

②古新田保育所 0 7 6 4 4 4 25 

計 6 17 16 22 22 22 105 

① ：令和８年６月開所 ②：令和９年度拡充 

 

【需要と供給の比較】                   単位：人 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

供給量-需要量 6 5 16 22 22 22 93 

 

 

３ 整備の効果 

   供給量が需要量を上回り、どの年齢においても待機児童の解消を図ることができ

ます。 
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